
独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家
「 青少年自立支援者のための研究交流フォーラム 」

実 践 事 例 集実 践 事 例 集実 践 事 例 集実 践 事 例 集
事例事例事例事例Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． ７７７７

本事例本事例本事例本事例についてのおについてのおについてのおについてのお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは
国立立山青少年自然国立立山青少年自然国立立山青少年自然国立立山青少年自然のののの家家家家

〒 930-1407 富山県中新川郡立山町芦峅寺字前谷１
TEL 076-481-1321 http://tateyama.niye.go.jp
事業推進課 企画指導専門職 山本 裕美子

までおまでおまでおまでお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします

○○○○実践実践実践実践のののの概要概要概要概要
平成２０年度企画事業 重点テーマ事業「瞳キラキラ！グローアップハート」
ねらい
小学校教育協議会と連携し、特別支援学級に在籍する小学生が自然体験活動を通して活動意欲やコミュ

ニケーション能力を高める。また、活動を通して教員間のネットワークを深め、指導力の向上を図る。
対象 指導者
立山町特別支援学級に在籍する小学生と教員 担任、エコティーチャー、職員、(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)

指導助言
新潟大学 長澤 正樹 准教授

期日
第１回 平成 20年 ６月 17日(火)【日帰り】
第３回 平成 20年 10月 31日(金)【日帰り】
午前 午後
9:55 入所 食 12:30 前谷沢歩き～大丸山
10:00 入所のつどい・ トントンの森歩き 堂 13:20 退所のつどい
第２回 平成 20年８月４日(月)～６日(水） 【宿泊：２泊３日】

午前 午後 夜
9:50 入所 12:30-昼食・片付け、部屋へ移動 18:30 なかよし活動

1 10:00 はじめのつどい 15:00 トントンの森歩き 映画（プラネタリウム室）
日 10:00 うどんを作ろう 17:00 夕べのつどい 20:00 入浴
目 11:30 前谷沢歩き 17:30 夕食 21:30 就寝

6:00 起床･洗顔 ･着替え ゴンドラで下山 18:30 なかよし活動
2 7:00 朝のつどい アスレチック遊び カラオケ歌合戦（小研修室）
日 8:00 朝食 15:00 ゴンドラ山麓駅バス乗車 20:00 入浴
目 9:00 立山山麓スキー場へ出発（バス） 17:00 夕べのつどい 21:30 就寝

9:30 ゴンドラ乗車・山頂駅から大品山へ 17:30 食堂食
３ 6:00 起床･洗顔 ･着替え・清掃 12:40 昼食
日 7:30 朝食 13:50 退所式・おわりのつど
目 8:30 来拝山登山(グループ登山) い

14:00 出発
第４回 平成 21年２月 13日(金)【日帰り】
午前 午後
9:40 入所 食 11:30 昼食
10:00 はじめのつどい 堂 12:30 チューブそり
10:00 しりすべり・トントンの森歩き 13:30 退所のつどい
その他
事前打ち合わせ３回 検討会議(第２回実施後) 活動実施前後担任・保護者にアンケート実施

○○○○活動活動活動活動などなどなどなど
日帰り活動
・写真で森の四季の移り変わりを見て、興味を引き、森の中へ入る。木を折ってにおいをかいだり、木登
りをしたりして遊ぶ。春と秋には沢歩き、冬には肥料シートで尻滑り、タイヤチューブ滑りをする。

宿泊
・日帰りと同じ活動もするが、日頃できないことに挑戦しようと、担任と共に２泊３日の内容を計画する。
・新潟大学の長澤准教授に活動観察して頂き、活動内容や今後の展開について指導助言を受ける。

○○○○まとめまとめまとめまとめ
・同じ場所に何度も訪れ、活動することで、場所にも学校外で出会う人にも慣れた子どもたちは、
①自分たちのペースで活動できるので子どもたち同士のかかわりが深まった。
②慣れた場所なので自信を持って、伸び伸びと活動できる。
③山道や沢などを歩くことで、運動能力や持続力が育まれ活動に対する意欲が高まる。
④上級生が下級生の世話をしたり、助け合ったり、学校では見られない姿や関わりが生まれる。

・保護者のアンケートから、活動の楽しかった様子を家庭で話すようになったり、できないながらも自分
で自分のことや興味が向くことに取り組もうとしたりする姿が見られ、保護者の喜びの声が聞かれた。

・特別支援学級の担任が集まり共に活動することで、経験のある先生の児童への関わり方などが他の先生
の参考になると言う声も聞かれた。


